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2005年日本国際博覧会 （愛・地球博） 政府出展事業

日 本 館 イ ベ ン ト

７月２日（土） １２：００～１７：３０ ／ ７月３日（日） １１：３０～１７：００

取 材 の ご 案 内

「日本伝統芸能十八撰」（第三回）

謹啓、時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

愛・地球博会期中に日本政府が実施します、日本の伝統芸能を紹介する日本館イベントのひとつ

『 日本伝統芸能十八撰 』（第三回） を

７月２日（土） １２：００～１７：３０ ／ ７月３日（日） １１：３０～１７：００

長久手日本館前 日本広場 特設ステージ 「にっぽん華座」 にて開催いたします。

日本広場で繰り広げられる日本館イベントは、日本人の暮らしの文化として継承されてきた伝承芸の中に

その自然と生きるヒントを探るとともに、世界に誇る日本の伝統芸能の原点と今を紹介するものです。

日本館イベント 『日本伝統芸能十八撰』は、公募で選ばれた日本全国の伝統芸能継承者がその技・心を

日本広場特設ステージ・にっぽん華座で披露するイベントです。

つきましては、７月２日（土）～３日（日）の２日間、長久手日本館前 日本広場内特設ステージ・

にっぽん華座において『 日本伝統芸能十八撰 』（第三回）を開催いたします。

第三回となる今回は、２日は東京都から「日本創作舞踊振興会」（応援枠）、兵庫県から「灘の酒造り唄保存会」、

岩手県から「金津流石関鹿踊」、新潟県から「柏崎市綾子舞保存振興会」が、３日は長野県から「日本芸能 和力」

（応援枠）、岐阜県から「可児歌舞伎同好会」、鹿児島県から「佐仁八月踊り保存会」が出演し、日ごろ磨いた芸能の

技と心を熱く披露します。

記者の皆様におかれましてはご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご取材賜りますよう、

よろしくお願いいたします。

敬具



『 日本伝統芸能十八撰 』 第三回 実 施 概 要『 日本伝統芸能十八撰 』 第三回 実 施 概 要

●名 称 : 2005年日本国際博覧会 政府出展事業

日本館イベント 「日本伝統芸能十八撰」 （第三回）
●日 程 :  ７月２日 （土） １２：００ ～ １７：３０

７月３日 （日） １１：３０ ～ １７：００ ＜２日間＞

●会 場 :  長久手日本館前 日本広場特設ステージ 「にっぽん華座」

●内 容 :  日本全国約190団体の応募者から選ばれた伝統芸能の継承団体が繰り広げる日本伝統芸能

●構 成 ： ２日間で７つ（応援枠含む）の日本伝統芸能団体が出演し、１団体が１日２回、伝統芸能を披露する。

★ 特設ステージ「にっぽん華座」正面ゲート横に報道受付を設置しております。

取材撮影を希望される際は、報道受付にいらしていただけますよう、よろしくお願いします。

公演
日

公演時間 出演団体 演目 概 要

７/２
（土）

１２：００～１２：４０

１５：００～１５：４０

〔応援枠〕

日本創作舞踊振興会

〈東京都〉

（にほんそうさくぶようしんこうかい）

四季を舞う・

抒情で踊る

日本の心

全国に65流派を擁する創作新舞踊団体。
群舞の美しさ、組踊の華麗さを披露。

１３：００～１３：２５

１６：００～１６：２５

灘の酒造り唄保存会
〈兵庫県〉

（なだのさけづくりうた
ほぞんかい）

灘の酒造り唄 350年の昔から、灘の酒蔵で歌い継がれる
「丹波杜氏」の作業唄。

１３：３０～１３：５０

１６：３０～１６：５０

金津流石関鹿踊
〈岩手県〉

（かなつりゅういしぜき
ししおどり）

鹿 踊 8匹の鹿が、悪魔降伏・五穀成就・国家安
穏を願い、踊る。

７/３
（日）

１１：３０～１２：０５

１４：３０～１５：０５

〔応援枠〕

日本芸能 和力
〈長野県〉

（にほんげいのう わりき）

和の芸能
新たなる幕開け

日本の伝統芸能をふまえ、これから先も色

あせることなく継承していく和の芸能の表現。

１４：００～１４：３０

１７：００～１７：３０

柏崎市綾子舞保存振興会

〈新潟県〉

（かしわざきしあやこまい

ほぞんしんこうかい）

綾子舞 踊りは女歌舞伎に似通っており、狂言は現

存の流派にない若衆歌舞伎の演目にある

ものを伝えているなど、初期歌舞伎の面影

を残している。

１２：３０～１２：５５

１５：３０～１５：５５

可児歌舞伎同好会
〈岐阜県〉

（かにかぶきどうこうかい）

白浪五人男 河竹黙阿弥作が文久二（1862）年３月、江
戸市村座に書き下ろした捕物劇。地歌舞

伎ならではの手作りの魅力。

１３：３０～１４：００

１６：３０～１７：００

佐仁八月踊り保存会
〈鹿児島県〉

（さにはちがつおどり

ほぞんかい）

八月踊り 豊年感謝と家内安泰の祈願を込めた踊り。

唄の進行と情熱の高揚につれ、次第に調
子を早めて踊る。

●出演団体・演目 :  



『 日本伝統芸能十八撰 』 スケジュール『 日本伝統芸能十八撰 』 スケジュール

●伝統芸能十八撰 演目と参加団体名●

７月２日（土） ・綾子舞 柏崎市綾子舞保存振興会 新潟県

・灘の酒造り唄 灘の酒造り唄保存会 兵庫県

・鹿踊 金津流石関鹿踊 岩手県

７月３日（日） ・白浪五人男 可児歌舞伎同好会 岐阜県

・八月踊り 八月踊り保存会 鹿児島県

７月23日（土） ・早稲谷鹿踊 早稲谷鹿踊保存会 宮城県

・石見神楽 石見神楽社中 島根県

７月24日（日） ・和太鼓 えひめ媛太鼓「雅組」 愛媛県

・蛇山神事ほか 南宮大社神事芸能保存会 岐阜県

・牛深ハイヤ 牛深ハイヤ節保存会 熊本県

日 程 時 間 演 目 団体名 地 域

詳細時間調整中

詳細時間調整中

★

★

13：00～17：30

11：30～17：１0

７月２日（土） ・四季を舞う、抒情で踊る 創作舞踊振興会 東京都

日本の心

７月３日（日） ・和の芸能新たなる幕開け 日本芸能 和力 長野県

７月23日（土） ・放歌踊り 浜松市立都田中学校 静岡県

放歌踊り倶楽部

７月24日（日） ・神楽 土江子ども神楽団 島根県

詳細時間調整中

詳細時間調整中

〈 応 援 枠 〉

①12：00～12：40
②15：00～15：40

★

①11：30～12：05
②14：30～15：05

★


